
一
、
は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
十
一
月
九
日
、
第
七
十
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
に
お
い
て
、「
初
期
大
乗
経
典
の
構
成
要
素
―
転
法
輪
、
包
括
性
―
」
と
い
う

表
題
で
発
表
し
た
。
そ
の
際
、
初
期
の
大
乗
経
典
に
お
け
る
共
通
の
構
成
要
素
と
し
て
、
経
典
が
自
ら
を
第
二
の
転
法
輪
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
ま
た

終
結
部
（
い
わ
ゆ
る
流
通
分
）
に
お
い
て
「
当
経
典
は
仏
説
の
一
切
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
明
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
経
文
の
存
在
を

指
摘
し
た一。
そ
の
よ
う
な
共
通
性
の
一
つ
と
し
て
、『
維
摩
経
』
と
『
法
華
経
』
に
見
ら
れ
る
普
現
色
身
三
昧
（
現
一
切
色
身
三
昧
）
が
あ
る
こ
と
に
関

し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

維
摩
は
第
七
章
「
如
来
の
家
系
」（
仏
道
品
第
八
）
で
、
普
現
色
身
（sarvarūpasam

darśana

）
と
い
う
菩
薩
に
対
し
、
42
の
偈
に
よ
っ
て
菩
薩

の
理
想
像
を
説
示
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
、
特
に
第
15
偈
以
下
は
、『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
中
の
三
昧
の
力
に
よ
っ
て
梵
天
、
転
輪
王
、
家
長
な
ど

の
姿
を
現
わ
す
と
い
う
経
文
（
丹
治
1980
、
255
以
下
）、
ま
た
『
法
華
経
』
に
お
け
る
妙
音
菩
薩
の
三
十
四
身
、
観
世
音
菩
薩
の
三
十
三
身
の
記
述
と

の
共
通
性
が
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
の
巻
末
六
品
に
お
い
て
は
、
菩
薩
が
種
々
の
姿
を
現
わ
し
て
法
華
経
を
説
く
と
い
う
普
現
（
現
一
切
）
色
身
三
昧
が
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
維
摩
経
』
や
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
と
共
通
す
る
菩
薩
の
徳
目
で
あ
る
。
高
位
の
菩
薩
が
様
々
な
姿
を
現
す
こ
と
は
、
首
楞
厳

六
或
示
現
と
普
現
色
身
三
昧

岡
　
田
　
行
　
弘
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三
昧
の
特
性
の
一
つ
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
の
中
で
こ
の
三
昧
が
は
じ
め
て
言
及
さ
れ
る
の
は
巻
末
六
品
の
冒
頭
の
「
薬
王
菩
薩
本
事
品
」
第
23
（
梵
本X

X
II

）
で
あ
る
。
薬
王
菩

薩
の
前
世
の
姿
で
あ
る
一
切
衆
生
憙
見
菩
薩
は
、
日
月
浄
明
徳
仏
の
も
と
で
ヨ
ー
ガ
に
専
念
し
、
現
一
切
色
身
三
昧
を
得
た
、
そ
し
て
焼
身
供
養
し
、

さ
ら
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
仏
を
供
養
し
、
そ
の
入
滅
後
も
臂
を
焼
い
て
供
養
し
、
無
数
の
人
々
を
導
い
て
、
同
じ
三
昧
に
住
せ
し
め
た
。
こ
の
三
昧
は

続
く
「
妙
音
品
」「
観
音
品
」
に
お
い
て
具
体
的
に
説
か
れ
て
い
て
、『
法
華
経
』
の
流
通
の
た
め
に
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
そ
れ
以
前
の
諸

品
で
は
こ
の
三
昧
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
こ
れ
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
宗
定
日
蓮
宗
法
要
式
平
成
版二の
先
師
回
向
文
例
に
は
「
仰
ぎ
願
わ
く
は
上
人
、
一
念
三
千
の
妙
土
に
於
て
加
持
法
音
の
供
養
を
受
け
、
普

現
色
身
三
昧
に
入
っ
て
浄
仏
国
土
の
化
用
を
施
し
給
わ
ん
こ
と
を
。
増
円
妙
道　

位
隣
大
覚
（
以
下
略
）」
と
い
う
よ
う
に
遷
化
し
た
先
師
が
到
達
す
る

境
地
と
し
て
普
現
色
身
三
昧
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

普
現
色
身
三
昧
は
、
菩
薩
が
衆
生
救
済
や
法
華
経
説
示
の
た
め
に
種
々
の
姿
を
顕
す
特
別
な
能
力
で
あ
る
。
こ
の
「
種
々
の
身
体
を
示
す
」
と
い
う

高
度
の
能
力
は
、
当
然
な
が
ら
仏
に
も
一
種
の
神
通
力
と
し
て
具
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
仏
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
の
は
、『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」

に
お
け
る
「
六
或
示
現
」
で
あ
る
（
→
補
注
）。
即
ち
、
教
主
釈
尊
は
、「
私
が
成
仏
し
て
以
来
、
久
遠
で
あ
る
こ
と
か
く
の
ご
と
し
」
と
宣
言
し
、「
如

来
の
所
演
の
経
典
は
、
皆
衆
生
を
度
脱
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
の
方
法
―
六
或
示
現
―
を
述
べ
る
。

如
来
所
演
経
典
。
皆
為
度
脱
衆
生
。
或
説
己
身
。
或
説
佗
身
。
或
示
己
身
。
或
示
佗
身
。
或
示
己
事
。
或
示
佗
事
。
諸
所
言
説
。
皆
實
不
虚
。（
両

読
開
結
419
）

　

な
お
、
大
正
蔵
の
テ
キ
ス
ト三で
は
、「
佗
」
で
は
な
く
「
他
」
を
用
い
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
に
準
ず
る
。

　

こ
の
六
或
示
現
と
普
現
色
身
三
昧
の
関
係
に
つ
い
て
、
伊
藤
瑞
叡
は
、
如
来
寿
量
品
に
お
け
る
如
来
秘
密
神
通
之
力
の
語
義
概
念
を
考
察
す
る
に
際

し
、
如
来
に
お
い
てsam

ādhi

（
三
昧
、
等
持
）
とadhisthāna

（
秘
密
神
通
、
加
持
）
と
に
内
的
な
関
連
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る四。
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な
お
寿
量
品
に
お
い
て
釈
迦
牟
尼
如
来
の
（
等
持
力
に
よ
る
）
加
持
力
が
自
ら
に
加
持
し
て
六
或
示
現
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

見
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
六
或
示
現
（upadarśana

）
は
薬
王
品
に
見
え
る
現
一
切
色
身
三
昧
（sarvarūpasam

darśana sam
ādhi

）、
妙

音
品
に
見
え
る
現
一
切
色
身
三
昧
（sarvarūpasam

darśanasya sam
ādhi 

普
現
〈
色
身
〉
三
昧
、
現
入
衆
像
三
昧
＝
衆
（
も
ろ
も
ろ
）
の
像

（
す
が
た
）
に
入
る
を
現
す
三
昧
？
） 

に
、
現
色
身
と
い
う
点
で
共
通
性
を
も
つ
。

　

な
お
観
音
菩
薩
の
三
十
三
身
に
は
言
及
し
て
お
ら
れ
な
い
。

　

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
日
蓮
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
教
主
釈
尊
が
種
々
の
仏・

如
来・

菩
薩・

諸
天・

国
主
等
の
姿
を
現
す
経
証
と
し
て
、
六
或
示

現
を
挙
げ
て
い
る
。『
法
華
経
』
に
お
け
る
六
或
示
現
の
経
文
は
、
寿
量
品
の
本
仏
が
自
ら
開
示
し
て
、
当
然
な
が
ら
仏
に
の
み
可
能
な
能
力
で
あ
る
。

　

一
方
、
現
一
切
色
身
三
昧
（
＝
普
現
色
身
三
昧
）
は
極
め
て
高
度
な
三
昧
で
あ
る
が
、
初
期
大
乗
経
典
に
お
い
て
は
、
仏
で
は
な
く
高
い
境
地
に
到

達
し
た
菩
薩
が
具
え
る
能
力
で
あ
る
。
三
昧
と
い
う
用
語
は
、
通
常
、
心
を
静
め
て
対
象
に
集
中
し
心
を
安
定
さ
せ
る
修
練
や
、
そ
の
結
果
と
し
て
の

心
の
平
静
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
今
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
理
解
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。
山
部
能
宜
は
大
乗
経
典
に
見
ら
れ
る
三
昧
の
列
挙

や
禅
定
の
記
述
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
そ
の
意
義
を
明
示
し
て
い
る五。

信
仰
の
対
象
と
し
て
の
偉
大
な
仏・

菩
薩
の
超
人
的
実
践
を
讃
え
る
た
め
に
説
か
れ
た
か
、
あ
る
い
は
実
践
法
そ
の
も
の
よ
り
は
む
し
ろ
禅
定
修

行
の
結
果
到
達
さ
れ
た
菩
薩
の
深
い
悟
境
を
示
す
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
も
多
く
、
必
ず
し
も
生
身
の
人
間
が
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
禅
定
の

方
法
論
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
三
昧
は
、
菩
薩
の
高
度
な
能
力・

そ
の
境
地
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
以
下
で
は
、
釈
迦
本
仏
の
神
力
と
し
て
の
六
或
示
現
と
菩
薩
の

普
現
色
身
三
昧
の
関
係
を
考
察
し
、『
法
華
経
』
の
独
自
性
と
宗
祖
日
蓮
の
解
釈
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
結
論
を
見
据
え
て
述
べ
る
な
ら
、
日
蓮
は
六
或

示
現
と
菩
薩
の
普
現
色
身
三
昧
を
い
わ
ば
融
合・

統
一
し
、
法
華
経
の
本
仏
が
衆
生
の
現
前
に
出
現
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
『
法
華
経
』
に
お
い
て
寿
量
品
で
六
或
示
現
が
説
か
れ
、
薬
王
品
以
下
で
普
現
色
身
三
昧
が
説
か
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
も
ち
ろ
ん
前

者
は
仏
の
立
場
か
ら
の
説
示
で
あ
り
、
後
者
（
薬
王・

妙
音・

観
音
品
）
は
菩
薩
の
所
行
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
一
応
の
説
明
に
は
な
る
が
、
そ
の
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よ
う
な
構
成・

配
置
に
な
っ
て
い
る
意
味
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
他
の
経
典
に
お
い
て
普
現
色
身
三
昧
が
ど
の
よ
う

に
説
か
れ
て
い
る
か
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、『
維
摩
経
』『
首
楞
厳
三
昧
経
』『
法
華
経
』
に
お
け
る
菩
薩
の
変
身
の
経
文
を
確
認
す
る
。

二
、『
維
摩
経
』
と
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
に
お
け
る
種
々
の
変
身

　

⑴　
『
維
摩
経
』
第
７
品
「
如
来
の
家
系
（tathāgatagotra

）」（
羅
什
訳
で
は
仏
道
品
第
８
）
に
お
い
て
、
普
現
色
身
（sarvarūpasam

darśana

）

と
い
う
菩
薩
は
、
維
摩
に
「
あ
な
た
の
家
族・

友
人・

親
族・

侍
者
等
々
は
ど
こ
に
い
る
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
を
す
る
。
そ
れ
に
対
し
維
摩
は
42

の
偈
文
で
答
え
る
。
ま
ず
、
菩
薩
た
ち
（
仏
に
匹
敵
す
る
高
位
の
菩
薩
）
に
と
っ
て
般
若
波
羅
蜜
が
母
で
あ
り
、
方
便
が
父
で
あ
り
、
法
喜
が
妻
で
あ

る
、
と
定
義
す
る
。
次
の
偈
の
よ
う
に
菩
薩
た
ち
は
、
自
在
に
あ
ら
ゆ
る
姿
（rūpa

）
を
示
す
こ
と
が
で
き
る六。
こ
れ
は
普
現
色
身
三
昧
の
定
義
に
他

な
ら
な
い
。

　

sarvasattvāna ye rūpā　

rutaghosās ca īritāh /

　

ekaksanena darśenti　

bodhisattvā viśāradāh //16//

　
　

一
切
衆
生
に
は
様
々
な
姿
や
発
せ
ら
れ
た
音
声
が
あ
る
が
、

　
　

畏
れ
る
こ
と
の
な
い
菩
薩
た
ち
は
、［
そ
れ
ら
を
］
一
瞬
に
し
て
、
示
現
す
る
（
Ⅶ
．
16七）

　

ま
た
そ
の
菩
薩
は
衆
生
を
成
熟
す
る
た
め
に
老
病
死
を
示
す
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
取
る
（
第
18
偈
）。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
彼
ら
は
月・

太
陽
ま

た
、
帝
釈
天
、
梵
天
、
世
界
の
主
（prajeśvara

）、
水・

火・

大
地・

風
と
な
る
（
第
23
偈
）。
第
32
偈
で
は
遊
女
（gānikā

）、
第
33
偈
で
は
村
長

（grām
ika

）、
商
人
の
長
（sārthavāha

）、
祭
官
（purohita

）、
首
相
（agrām

ātya
）、
大
臣
（am

ātya

）
と
な
る
。
第
35
偈
で
は
大
力
士
（m

ahān-

agna

）、
第
37
偈
で
は
五
神
通
を
も
つ
聖
仙
（rsi

）
と
し
て
衆
生
を
導
き
、
第
38
偈
で
は
、
召
使
い
（ceta

）、
奴
隷
（dāsa

）、
弟
子
（śisyatva

）
と
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し
て
衆
生
に
給
仕
す
る
。
こ
こ
で
種
々
に
説
か
れ
る
菩
薩
た
ち
の
賞
賛
さ
る
べ
き
超
人
的
な
能
力・

行
動
は
、「
普
現
色
身
三
昧
」
と
総
称
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
は
対
告
衆
で
あ
る
菩
薩
の
名
前
が
普
現
色
身
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　
『
首
楞
厳
三
昧
経
』、
す
な
わ
ち
「
勇
者
の
よ
う
に
進
む
三
昧
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
本
経
は
、
高
度
の
能
力
を
持
つ
勇
者
（
＝
菩
薩
）
の
活
動

を
可
能
に
す
る
三
昧
を
説
く
経
典
で
あ
る
。
仏
と
そ
の
前
世
の
菩
薩
行
を
生
み
出
す
こ
の
三
昧
を
具
足
し
た
菩
薩
は
生
死
を
超
越
し
て
寿
命
が
継
続
す

る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
法
華
経
』
の
久
遠
仏
に
先
行
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

首
楞
厳
三
昧
を
得
た
菩
薩
は
、
種
々
な
身
体
を
現
じ
て
衆
生
を
教
化
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。「
こ
の
三
昧
に
よ
っ
て
、
仏
は
菩
薩
で
あ
っ
た
時
、
ど

の
よ
う
な
自
在
神
力
を
表
さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
仏
は
大
略
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る八。

こ
の
三
千
大
千
世
界
の
任
意
の
閻
浮
提
に
お
い
て
、
六
波
羅
蜜
の
行
を
現
じ
、
五
神
通
の
神
仙
を
現
じ
、
居
家
、
出
家
、
兜
率
天
の
一
生
補
処
、

転
輪
聖
王
、
釈
提
桓
因
、
梵
王
、
四
天
王
等
の
六
欲
天
の
王
、
長
者
、
居
士
、
小
王
、
大
王
と
現
じ
、
刹
利
、
バ
ラ
モ
ン
、
菩
薩
等
と
な
り
、
ブ
ッ

ダ
の
生
涯
と
入
滅
、
舎
利
、
寿
命
の
長
短
等
を
現
じ
る
。

　

首
楞
厳
三
昧
に
よ
っ
て
菩
薩
は
自
在
に
変
化
身
を
示
す
と
い
う
高
度
な
能
力
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
別
の
箇
所
で
、
現
意
（
還
梵
名
は　

bud-

dham
atyabhim

ukha

）
と
い
う
天
子
は
、「
首
楞
厳
三
昧
の
果
報
に
よ
っ
て
、
会
衆
の
中
に
、
帝
釈
、
梵
王
、
八
部
衆
の
身
を
現
じ
、
比
丘・

比
丘

尼・

優
婆
塞・

優
婆
夷
を
現
じ
、
教
化
の
た
め
に
女
身
を
現
じ
、
声
聞・

辟
支
仏
の
姿
の
者
た
ち
が
い
る
」
と
語
る
。
さ
ら
に
現
意
天
子
は
世
尊
の
要

請
を
受
け
て
、
そ
の
集
会
の
参
加
者
た
ち
を
転
輪
聖
王・

釈
提
桓
因・
梵
王・

摩
訶
迦
葉・

釈
迦
牟
尼
仏
の
姿
に
な
る
よ
う
な
神
力
を
示
し
た九。

　

こ
の
よ
う
に
本
経
で
は
首
楞
厳
三
昧
に
よ
っ
て
菩
薩
は
自
在
に
姿
を
変
え
て
衆
生
を
教
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
説
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
仏
が

姿
を
変
え
て
教
化
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
仏
自
身
が
開
示・

宣
言
す
る
「
六
或
示
現
」
に
相
当
す
る
経
文
は
、『
維
摩
経
』
と
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
に
は

見
ら
れ
な
い
。
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三
、『
法
華
経
』
に
お
け
る
六
或
示
現
と
普
現
色
身
三
昧
の
関
係

『
法
華
経
』「
寿
量
品
」
に
お
い
て
、
法
華
経
の
教
主
た
る
釈
迦
仏
は
、
自
ら
久
遠
の
過
去
に
成
仏
し
て
い
た
こ
と
を
明
か
し
、「
衆
生
を
教
化
す
る
た

め
に
、
機
に
応
じ
て
、
自
身
の
姿
を
示
現
し
、
釈
迦
仏
自
身
に
つ
い
て
説
き
、
或
い
は
他
仏
に
つ
い
て
説
く
」
と
宣
言
す
る
。
ま
ず
、
六
或
示
現
は
、

ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
を
検
討
し
て
お
こ
う
。『
妙
法
蓮
華
経
』
の
経
文
、「
如
来
所
演
経
典
。
皆
為
度
脱
衆
生
。
或
説
己
身
。
或
説
他
身
。
或
示

己
身
。
或
示
他
身
。
或
示
己
事
。
或
示
他
事
。
諸
所
言
説
。
皆
實
不
虚
」（
既
出
）
の
梵
本
の
対
応
箇
所
は
次
の
如
く
で
あ
る一
〇。

　

yām
 ca kulaputrās tathāgatah sattvānam

 vinayārtham
 vācam

 bhāsata ātm
opadarśanena vātm

arām
bhanena vā parāram

-

banena vā yat kim
cit tathāgato vyāharati sarve te dharm

aparyāyah satyās tathāgatena bhāsitā nāsty atra tathāgatasya 

m
rsāvādah /

ま
た
善
男
子
た
ち
よ
、
如
来
は
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
、
自
己
を
示
現
し
、
あ
る
い
は
自
己
を
拠
り
所
と
し
、
あ
る
い
は
他
者
を
拠
り
所
と
し

た
り
し
て
こ
と
ば
を
語
る
の
で
あ
る
が
、
如
来
が
何
で
あ
れ
説
く
と
こ
ろ
の
そ
れ
ら
一
切
の
法
門
は
、
如
来
が
語
る
真
実
で
あ
る
、
こ
こ
に
お
い

て
如
来
に
虚
言
は
無
い
。

　

経
文
の
趣
旨
は
、
法
華
経
の
教
主
た
る
釈
迦
仏
は
、
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
、
機
に
応
じ
て
、
自
身
の
姿
を
示
現
し
、
釈
迦
仏
自
身
に
つ
い
て
説

き
、
或
い
は
他
者
に
つ
い
て
説
き
、
こ
と
ば
（
法
華
経
）
を
語
る
、
そ
れ
は
す
べ
て
真
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
法
華
経
』
の
中
心

部
分
―
仏
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
教
説
が
開
示
さ
れ
る
―
の
所
説
で
あ
る
。

　

梵
本
の
「
自
身
を
示
現
し
、
あ
る
い
は
自
身
を
拠
り
所
と
し
、
こ
と
ば
を
語
る
」
は
、
羅
什
訳
の
「
或
説
己
身
。
或
示
己
身
。
或
示
己
事
。」
に
相
当

し
、「
あ
る
い
は
他
者
を
拠
り
所
と
し
た
り
し
て
こ
と
ば
を
語
る
」
は
、「
或
説
他
身
。
或
示
他
事
」
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
と
い
え
る
が
、「
或
示
他
身
」
は

対
応
し
な
い
の
で
完
全
な
六
或
に
な
っ
て
い
な
い
。
羅
什
は
こ
れ
を
「
六
或
示
現
」
と
い
う
訳
文
に
整
理
（
あ
る
い
は
展
開
と
い
う
べ
き
か
）
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
「
釈
迦
本
仏
は
種
々
の
諸
仏
の
姿
を
取
り
、
種
々
の
手
段
で
教
化
を
行
う
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈
の
可
能
性
が
生
じ
た
。
そ
れ
が
以
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下
の
四
で
概
観
す
る
よ
う
な
中
国
注
釈
書
の
説
明
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

巻
末
の
六
品
で
は
、
当
時
の
仏
教
世
界
の
活
動
（
三
昧・

陀
羅
尼
）
が
、『
法
華
経
』
の
実
践
と
し
て
宣
揚
さ
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
『
維
摩

経
』
や
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
で
説
か
れ
て
い
る
高
位
の
菩
薩
が
神
力
に
よ
っ
て
種
々
に
姿
を
変
え
て
教
化
を
行
な
う
と
い
う
実
践
は
、
経
典
の
読
み
手

に
と
っ
て
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
大
乗
経
典
の
構
成
要
素
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
能
力
（
三
昧
）
を
説
く
経
文
は
、
経
典
の
流
通
を
説
示
す
る
各
品
に
お
い
て
、
当
に
相
応
し
い
項
目・

構
成
要
素
と
な
る
。
そ

こ
で
『
法
華
経
』
の
作
者
は
『
維
摩
経
』
や
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
に
登
場
す
る
菩
薩
が
変
身
す
る
経
文
を
考
慮
し
た
上
で
、
ま
ず
寿
量
品
で
仏
の
「
六

或
示
現
」
を
説
き
示
し
、
さ
ら
に
菩
薩
の
活
動
が
中
心
と
な
る
巻
末
六
品
の
冒
頭
に
位
置
す
る
「
薬
王
品
」
に
お
い
て
、「
普
現
色
身
三
昧
」
と
い
う
名

称
を
付
与
し
た
。
そ
し
て
具
体
的
に
は
続
く
妙
音
品
と
観
音
品
に
お
い
て
、
菩
薩
が
種
々
の
姿
を
取
っ
て
衆
生
教
化・

救
済
の
活
動
を
行
う
と
い
う
経

文
に
統
合
し
た
。
こ
の
二
つ
の
品
は
『
維
摩
経
』『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
変
身
に
関
わ
る
経
文
を
集
約
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
法
華
経
』
は
そ
れ
ま
で
の
変
身
に
関
す
る
先
行
経
典
を
視
野
に
入
れ
た
う
え
で
、
仏
の
視
点
を
新
た
に
導
入
し
、
経
典
の
流
通
の

た
め
に
変
身
す
る
菩
薩
の
活
動
を
説
い
て
い
る
。
即
ち
『
法
華
経
』
に
お
い
て
種
々
の
姿
を
示
現
す
る
と
い
う
神
通・

能
力
は
、
教
主
釈
尊
が
自
ら
開

示
す
る
「
六
或
示
現
」
で
あ
り
、
巻
末
六
品
に
お
い
て
は
、
妙
音
菩
薩
の
三
十
四
身
、
観
世
音
菩
薩
の
三
十
三
身
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る一
一。

　

と
こ
ろ
で
、
一
切
皆
成
仏
を
説
く
『
法
華
経
』
に
お
い
て
は
、
仏
と
菩
薩・

衆
生
の
間
に
本
質
的
な
差
異
は
存
在
し
な
い
〔
は
ず
で
あ
る
〕。
こ
の
こ

と
は
日
蓮
の
「
六
或
示
現
」
と
十
界
互
具
の
関
係
を
述
べ
た
『
観
心
本
尊
抄
』
等
の
遺
文
に
お
い
て
明
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
そ
れ
を
検
討

す
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
中
国
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
解
釈
を
見
て
お
こ
う
。

四
、
六
或
示
現
に
つ
い
て
―
注
釈
書
の
解
釈
―

　

以
下
で
は
、
中
国
の
注
釈
書
の
説
明
を
概
観
す
る
。

53

六
或
示
現
と
普
現
色
身
三
昧
（
岡
田
行
弘
）



　

①　

隋
の
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』
巻
第
一
〇
の
説
明
は
次
の
如
く
で
あ
る一

二。
書
き
下
し
は
横
超
慧
日
訳
に
よ
っ
て
い
る一

三。

「
或
は
己
身
を
説
き
或
は
他
身
を
説
く
」
と
は
、
前
の
句
に
は
総
じ
て
法
を
説
き
物
を
益
す
る
こ
と
を
明
す
。
今
は
別
し
て
二
種
の
方
便
を
開
く
。

即
ち
是
れ
二
輪
な
り
。
自
ら
釈
迦
の
身
を
説
く
を
己
身
を
説
く
と
名
け
、
阿
弥
陀
仏
の
身
を
説
く
を
他
身
を
説
く
と
名
く
。「
或
は
己
身
を
示
し
或

は
他
身
を
示
す
」
と
は
、
上
は
是
れ
説
法
輪
な
り
。
今
は
こ
れ
神
通
輪
な
り
。
分
身
仏
等
を
現
ず
る
如
き
は
己
身
を
示
す
と
名
け
、
阿
閦
仏
等
を

示
す
は
他
身
を
示
す
と
名
く
。「
或
は
己
事
を
示
し
、
或
は
他
事
を
示
す
」
と
は
、
三
た
び
浄
土
を
変
ふ
る
を
己
事
を
示
す
と
名
け
、
香
積
の
土
を

示
す
を
他
事
を
示
す
と
名
く
。
身
既
に
自
他
あ
り
。
土
を
説
く
も
亦
応
に
然
る
べ
し
。

　

吉
蔵
の
注
釈
で
は
具
体
的
な
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
己
身
を
説
く
」
と
は
釈
迦
仏
が
自
身
に
つ
い
て
説
く
こ
と
」
で
あ
る
。「
他
身
」
は
釈
迦
仏
以

外
の
諸
仏
に
限
ら
れ
て
い
る
。
後
述
の
基
の
注
釈
も
同
様
で
あ
る
。

　

②　

隋
の
天
台
智
顗
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
９
下
の
説
明
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る一
四。

書
き
下
し
は
菅
野
博
史
訳
に
よ
る一

五。

「
如
来
所
演
」
の
下
は
、
第
二
に
現
生
の
形・

声
の
益
を
明
か
す
。
先
に
形・

声
を
明
か
し
、
次
に
不
虚
を
明
か
す
。「
説
」
は
即
ち
声
教
、「
示
」

は
即
ち
形
規
な
り
。
形・

声
は
自
他
を
出
で
ず
。
法
身
を
説
く
が
若
き
は
是
れ
「
己
身
を
説
き
」、
応
身
を
説
く
が
若
き
は
是
れ
「
他
身
を
説
く
」。

若
し
然
灯
仏
に
値
う
と
言
わ
ば
、
即
ち
是
れ
「
己
身
を
説
く
」。
然
灯
は
是
れ
我
が
師
、
こ
れ
「
他
身
を
説
く
」。
正
報
を
示
す
は
こ
れ
自
己
の
事
、

依
報
を
示
現
す
る
は
是
れ
「
他
事
を
示
す
」。
随
他
意
語
は
是
れ
「
他
身
を
説
く
」。
随
自
意
語
は
是
れ
「
己
身
を
説
く
」。
己
他
の
事
を
示
す
こ

と
、
亦
た
類
し
て
此
の
如
し
。

　

智
顗
は
ま
ず
「
説
」
は
本
仏
の
声
に
よ
る
化
導
の
利
益
、「
示
」
を
姿・
身
体
に
よ
る
化
導
の
利
益
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。「
或
説
己
身
」
は
自

証
の
法
身
を
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
随
自
意
語
で
あ
る
。「
或
説
他
身
」
は
応
身
を
説
き
、
随
他
意
語
で
あ
る
。
過
去
仏
で
あ
る
然
灯
仏
に
値

う
と
言
え
ば
「
説
己
身
」
で
あ
る
。
然
灯
仏
は
自
分
の
師
で
あ
る
と
言
え
ば
、「
説
他
身
」
で
あ
る
。「
或
示
己
事
」
は
正
報
で
あ
る
釈
迦
仏
自
身
を
示

す
こ
と
で
あ
り
、「
或
示
他
事
」
は
依
報
の
国
土
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
説
明
は
抽
象
的
で
あ
る
が
、
本
仏
と
し
て
の
釈
迦
仏
と
い
う
理
解
に
立
っ
て
、
吉
蔵
に
見
ら
れ
る
阿
閦
仏
と
い
う
よ
う
な
釈
迦
仏
か
ら
離
れ
た
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例
を
避
け
て
注
釈
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
で
は
智
顗
は
六
或
示
現
と
十
界
互
具
を
関
係
さ
せ
て
読
み
込
ん
で
は
い
な
い
。
こ
れ

は
湛
然
の
『
文
句
記
』
も
同
様
で
あ
る一
六。

　

一
方
、
智
顗
は
『
法
華
玄
義
』
巻
第
七
上
に
お
い
て
「
本
門
の
十
妙
を
明
か
す
」
と
し
て
、
本
門
の
十
の
勝
れ
た
特
性
を
挙
げ
る
。
そ
の
第
五
の
「
本

神
通
妙
」
を
解
説
す
る
過
程
で
、「
四　

文
を
引
き
て
証
成
す
」、
即
ち
経
証
と
し
て
、
六
或
示
現
の
経
文
を
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る一
七。

書
き
下
し

は
菅
野
博
史
訳
に
よ
る一
八。

文
に
云
わ
く
、「
如
来
の
秘
密
の
神
通
の
力
」
と
。
又
た
、
中
間
の
文
に
云
わ
く
、「
或
は
己
身
を
示
し
、
或
は
他
身
を
示
し
、
或
は
己
事
を
示
し
、

或
は
他
事
を
示
す
」
と
。
即
ち
是
れ
形
を
十
界
に
垂
れ
て
、
種
種
と
作
る
。
本
を
験
す
る
に
亦
た
然
り
。
こ
れ
本
神
通
妙
な
り
。

　

こ
こ
で
は
如
来
が
そ
の
形
を
十
界
に
垂
迹
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
理
論
的
に
仏
は
十
界
の
い
ず
れ
で
あ
れ
随
意
に
姿
形
を
現
す
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
こ
の
箇
所
は
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
日
蓮
が
『
諫
暁
八
幡
抄
』
で
言
及
し
て
お
り
、
重
要
な
注
記
で
あ
る
。

　

③　

唐
の
慈
恩
寺
、
基
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
第
九
之
末
の
説
明
は
次
の
如
く
で
あ
る一
九。

書
き
下
し
は
布
施
浩
岳
訳二

〇。

説
と
は
言
説
す
る
を
謂
ひ
、
示
と
は
示
現
す
る
を
謂
ひ
、
身
と
は
即
ち
内
體
に
し
て
、
事
と
は
事
業
を
謂
ふ
。
説
己
身
と
は
、
我
が
身
は
曾
て
薩

埵
王
尸
毘
王
た
り
等
と
説
く
を
謂
ひ
、
説
他
身
と
は
、
彌
勒
は
往
に
は
一
切
智
光
仙
人
た
り
、
阿
彌
陀
佛
は
法
蔵
比
丘
と
作
る
等
と
説
く
が
如
し
。

示
己
身
と
は
、
現
じ
て
釋
迦
と
為
り
て
身
自
ら
世
に
出
で
、
勝
鬘
遥
か
に
請
ひ
て
佛
空
に
現
ず
る
等
な
り
。
示
他
身
と
は
、
現
に
毘
婆
尸
佛
と
為

り
て
世
間
に
出
現
し
、
塔
を
開
き
て
多
寶
佛
を
現
ず
る
等
な
り
。
示
己
事
と
は
、
現
じ
て
釋
迦
と
為
り
、
魔
を
降
し
、
道
を
成
じ
、
法
を
説
き
、

通
を
現
ず
る
等
の
事
業
に
し
て
、
示
他
事
と
は
、
大
通
智
勝
と
作
り
て
通
を
現
じ
、
地
を
動
か
し
、
光
を
放
ち
、
道
を
成
ず
る
等
の
事
業
を
示
す

な
り
。
衆
生
を
度
せ
ん
が
爲
に
能
く
此
の
事
を
現
じ
、
皆
實
に
し
て
虚
し
か
ら
ざ
る
な
り
。

　

こ
の
よ
う
に
基
は
、
六
或
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、
吉
蔵
よ
り
も
多
く
の
具
体
例
を
挙
げ
て
注
釈
し
て
い
る
。

　

以
上
、
注
釈
家
に
よ
る
六
或
示
現
の
説
明
に
は
相
違
点
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
六
或
示
現
は
、
発
迹
顕
本
し
た
後
の
本
仏
の
こ
と
ば
で
あ
り
行

相
で
あ
る
。
従
っ
て
、
己
身
は
教
主
釈
尊
と
そ
の
過
去
世
の
身
体
や
菩
薩
で
あ
り
、
他
身
は
迹
仏
、
あ
る
い
は
仏
の
眷
属
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
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で
あ
る
。

　

吉
蔵
と
基
の
注
釈
を
見
る
限
り
、
六
或
示
現
が
「
仏
が
在
俗
者
の
身
を
示
現
す
る
」
と
い
う
こ
と
ま
で
を
含
ん
で
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
両
者
の
注

釈
書
で
は
、
仏
の
六
或
示
現
は
菩
薩
の
普
現
色
身
三
昧
と
は
次
元
が
異
な
る
も
と
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
は
対
照
的
に
、

智
顗
は
「
十
界
に
垂
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
仏
と
他
の
九
界
の
相
互
関
係
を
承
認
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
解
釈
の
方
向
を
一

層
進
展
さ
せ
て
い
る
日
蓮
の
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。

五
、
日
蓮
の
解
釈

①　
『
観
心
本
尊
抄
』【
昭
定
118
番
】

　
『
観
心
本
尊
抄
』
の
第
十
三
番
問
答
で
は
、
十
界
互
具
は
法
華
経
の
ど
こ
の
経
文
に
説
か
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
。
こ
こ
ま
で
地
獄
界

所
具
の
仏
界
か
ら
菩
薩
界
所
具
の
仏
界
に
至
る
事
例
が
法
華
経
を
引
用
し
て
説
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
最
後
で
六
或
示
現
が
引
用
さ
れ
る二
一。

経
に
云
く
、「
或
説
己
身
、
或
説
他
身
」
等
云
云
。
即
ち
仏
界
所
具
の
十
界
な
り
。

　

こ
こ
で
は
六
或
示
現
が
、
仏
界
に
具
わ
っ
た
十
界
を
明
か
す
こ
と
の
経
証
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
本
仏
の
己
身・

己
事
は
仏
界
で
あ
る
。
ま
た
本
仏

の
他
身・

他
事
は
九
界
に
及
ぶ
の
で
、
結
果
と
し
て
仏
界
に
す
べ
て
の
十
界
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
仏
は
他
の
九
界
に
属
す
る

者
の
姿
を
現
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

②　
『
日
眼
女
釈
迦
仏
供
養
事
』【
昭
定
327
番
】

　

三
界
の
教
主
釈
尊
の
木
像
を
造
立
し
た
日
眼
女
か
ら
届
い
た
供
養
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
。
宗
祖
は
三
世
の
諸
仏
、
諸
菩
薩
、
諸
天
、
諸
神
、
星
宿
、

世
間
の
主
等
々
を
列
挙
し
て
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
本
仏
の
分
身・

垂
迹
で
あ
る
と
説
く
。
そ
の
経
証
と
し
て
、
六
或
示
現
を
引
用
す
る二

二。

法
華
経
の
寿
量
品
に
云
く
、「
或
説
己
身
、
或
説
他
身
」
等
云
云
。
東
方
の
善
徳
仏・
中
央
の
大
日
如
来・

十
方
の
諸
仏・

過
去
の
七
仏・

三
世
の
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諸
仏
、
上
行
菩
薩
等
、
文
殊
師
利・

舎
利
弗
等
、
大
梵
天
王・

第
六
天
の
魔
王・

釈
提
桓
因
王・

日
天・

月
天・

明
星
天・

北
斗
七
星・

二
十
八

宿・

五
星・

七
星・

八
万
四
千
の
無
量
の
諸
星
、
阿
修
羅
王・

天
神・

地
神・

山
神・

海
神・

宅
神・

里
神
宅
神・

一
切
世
間
の
国
々
の
主
と
あ

る
人
、
何
れ
が
教
主
釈
尊
な
ら
ざ
る
。
天
照
太
神・

八
幡
大
菩
薩
も
其
本
地
は
教
主
釈
尊
也
。
例
せ
ば
釈
尊
は
天
の
一
月
、
諸
仏
菩
薩
等
は
万
水

に
浮
か
ぶ
る
影
な
り
。
釈
尊
一
体
を
造
立
す
る
人
は
十
方
世
界
の
諸
仏
を
作
り
奉
る
ひ
と
な
り
。

　

こ
の
よ
う
に
「
一
切
世
間
の
国
々
の
主
と
あ
る
人
」、「
天
照
太
神・

八
幡
大
菩
薩
」
ま
で
が
、
仏
の
六
或
示
現
が
及
ぶ
範
囲
に
な
る
の
で
あ
る
。
な

お
中
国
の
注
釈
書
に
よ
る
限
り
、
六
或
示
現
の
範
囲
は
仏・

菩
薩
ま
で
で
あ
っ
た
。
こ
の
引
用
に
み
え
る
「
一
切
世
間
の
国
々
の
主
」
の
姿
を
取
る
と

い
う
よ
う
な
解
釈
は
『
法
華
経
』
で
は
巻
末
六
品
に
お
い
て
、
仏
で
は
な
く
菩
薩
の
変
化
を
説
く
経
文
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
仏
が
菩
薩
で
な
い

人
の
姿
を
取
る
と
い
う
よ
う
な
経
文
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
宗
祖
は
『
諫
暁
八
幡
抄
』
に
お
い
て
、
六
或
示
現
と
普
現
色
三
昧
の
結
び
つ
き
を
次
の
よ

う
に
明
言
し
て
い
る
。

③　
『
諫
暁
八
幡
抄
』【
昭
定
395
番
】

　

本
遺
文
は
八
万
大
菩
薩
を
諫
暁
す
る
理
由
を
説
く
。
そ
の
結
論
部
で
、
八
幡
大
菩
薩
は
イ
ン
ド
で
は
本
地
神
と
し
て
不
妄
語
の
法
華
経
を
説
き
、
日

本
国
に
垂
迹
し
て
正
直
の
人
の
頂
き
に
住
む
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
や
法
華
経
の
行
者
を
守
護
す
る
、
と
述
べ
る
。
経
証
と
し
て
、
ま
ず
安
楽
行
品
の

「
諸
天
昼
夜
常
為
法
故
而
衛
護
之
」
を
引
用
し
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
人
を
大
梵
天・

帝
釈・

日
月・

四
天
が
昼
夜
に
守
護
す
る
こ
と
を
述
べ
、

続
い
て
寿
量
品
の
六
或
示
現
を
引
用
す
る二
三。

又
第
六
の
巻
に
云
く
、「
或
説
己
身
、
或
説
佗
身
、
或
示
己
身
、
或
示
佗
身
、
或
示
己
事
、
或
示
佗
事
。」
と
文
。
観
音
尚
三
十
三
身
を
現
じ
、
妙

音
又
三
十
四
身
を
現
じ
給
ふ
。
教
主
釈
尊
何
ぞ
八
幡
大
菩
薩
と
現
じ
給
は
ざ
ら
ん
や
。
天
台
云
く
、「
即
ち
是
れ
形
を
十
界
に
垂
れ
て
種
々
の
像
を

な
す
」
等
と
云
云
（
昭
定
1649
頁
）。

　

菩
薩
が
様
々
な
姿
に
変
身
し
て
人
々
に
法
華
経
を
説
く
と
い
う
経
文
は
、『
妙
法
華
』
の
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
第
二
十
五
と
「
妙
音
菩
薩
品
」
第

二
十
四
に
登
場
し
、
伝
統
的
に
観
音
の
三
十
三
身
、
妙
音
の
三
十
四
身
と
通
称
さ
れ
る二
四。

日
蓮
は
六
或
示
現
を
引
い
て
、
観
音
や
妙
音
と
い
う
菩
薩
で
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さ
え
、
自
在
に
多
数
の
姿
に
変
身
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
教
主
釈
尊
が
八
幡
大
菩
薩
の
姿
を
示
さ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

日
蓮
が
「
天
台
云
く
」
と
し
て
い
る
の
は
、
先
に
言
及
し
た
『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』
巻
第
七
上
で
本
門
の
本
神
通
妙
の
「
文
を
引
き
て
証
成
す
」
の
箇

所
で
あ
る
。
引
用
の
通
り
、
本
仏
は
十
界
に
様
々
な
像
を
取
っ
て
垂
迹
す
る
、
従
っ
て
教
主
釈
尊
が
八
幡
大
菩
薩
の
姿
を
現
す
の
も
容
易
で
あ
る
、
と

明
言
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
蓮
は
、
寿
量
品
の
六
或
示
現
を
経
証
と
し
、
天
台
の
十
界
互
具
の
教
理
を
引
い
て
、「
釈
迦
本
仏
は
諸
仏
か
ら
在
家
者
に
至
る
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
姿
を
現
す
（
垂
迹
す
る
）
能
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
理
解
を
述
べ
て
い
る
。

六
、
ま
と
め

　
『
法
華
経
』
に
や
や
先
行
す
る
『
維
摩
経
』、『
首
楞
厳
三
昧
経
』
に
お
い
て
は
、
菩
薩
が
高
度
な
能
力
（
三
昧
）
に
よ
っ
て
自
在
に
姿
を
変
え
る
と
い

う
経
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
普
現
色
身
三
昧
（
現
一
切
色
身
三
昧
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
仏
自
身
が
自
在
に
在
俗
者
に
変
身
す
る
と
い
う
よ
う
な
記

述
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
両
経
典
の
段
階
で
は
、
仏
は
菩
薩
行
を
成
就
し
た
存
在
で
あ
る
の
で
も
は
や
自
ら
他
者
の
姿
を
示
現
す
る
こ
と
は
な
い
、

と
理
解
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
菩
薩
が
他
者
の
姿
を
示
現
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
説
く
こ
れ
ら
の
経
典
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、『
法
華
経
』
は
「
寿
量
品
」
に
お
い

て
、
仏
が
積
極
的
に
自
身
を
他
身
に
変
え
て
教
え
を
説
く
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
六
或
示
現
」
を
説
示
す
る
。
こ
れ
は
『
法
華
経
』
に
至
っ
て
は
じ
め
て

開
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
付
嘱・

流
通
を
テ
ー
マ
と
す
る
巻
末
の
諸
品
で
は
、
妙
音
菩
薩・

観
世
音
菩
薩
が
種
々
の
姿
に
変
身
す
る
こ
と
が
具
体
的
に

列
挙
さ
れ
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
文
は
普
現
色
身
三
昧
と
総
称
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
経
典
を
集
約
し
た
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

『
法
華
経
』
に
よ
れ
ば
、
仏
も
菩
薩
も
自
在
に
種
々
の
姿
を
現
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

中
国
の
注
釈
家
の
中
で
は
、
天
台
智
顗
が
法
華
経
本
門
の
顕
著
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「
本
神
通
妙
」
を
挙
げ
て
注
釈
す
る
際
、
如
来
秘
密
神
通
之
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力
か
ら
六
或
示
現
に
至
る
経
文
は
、
如
来
が
十
界
に
垂
迹
す
る
こ
と
を
示
す
、
と
い
う
解
釈
を
提
示
し
た
。

　

日
蓮
は
、
十
界
互
具
と
も
言
う
べ
き
智
顗
の
解
釈
を
さ
ら
に
展
開
し
て
、
仏
の
六
或
示
現
と
菩
薩
の
普
現
色
身
三
昧
を
統
一・

融
合
し
た
。
す
な
わ

ち
、
六
或
示
現
は
仏
自
身
が
時
代
や
地
域
の
制
約
を
越
え
て
種
々
の
姿
を
示
現
す
る
こ
と
を
説
き
示
す
経
文
で
あ
る
、
と
解
釈
し
、
日
本
に
お
け
る
『
法

華
経
』
実
践
の
新
た
な
次
元
を
切
り
開
い
た
。
か
く
し
て
『
法
華
経
』
の
教
主
釈
尊
は
我
々
の
目
の
前
に
種
々
の
姿
を
取
っ
て
出
現
す
る
の
で
あ
る
。

略
号・
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献
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第
45
号
、1-19

梶
山
雄
一
〔2012

〕「
第
10
章
神
変
」
梶
山
雄
一
著
作
集
第
３
巻
『
神
変
と
仏
陀
観・
宇
宙
論
』
春
秋
社
、237-285.

菅
野
博
史
訳
註
〔1995

〕『
法
華
玄
義
（
中
）』
第
三
文
明
社

菅
野
博
史
訳
註
〔2011

〕『
法
華
文
句
（
Ⅳ
）』
第
三
文
明
社

下
田
正
弘
〔2013

〕 「
初
期
大
乗
経
典
の
あ
ら
た
な
理
解
に
向
け
て
―
大
乗
仏
教
起
源
再
考
」
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
４
『
智
慧
／
世
界
／
こ
と
ば　

大
乗
仏
典
Ⅰ
』
春
秋
社
、

3-100.

丹
治
昭
義・

長
尾
雅
人
〔1980

〕『
大
乗
仏
典
７　

維
摩
経・

首
楞
厳
三
昧
経
』
中
央
公
論
社

山
部
能
宜
〔2011

〕「
第
４
章　

大
乗
仏
教
の
禅
定
実
践
」『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
３　

大
乗
仏
教
の
実
践
』96-125

、
春
秋
社
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平
岡
聡　
〔2015

〕『
大
乗
経
典
の
誕
生　

仏
伝
の
再
解
釈
で
よ
み
が
え
る
ブ
ッ
ダ
』
筑
摩
選
書

藤
田
宏
達
〔1970

〕『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
岩
波
書
店

布
施
浩
岳
訳
〔1939

〕『
国
訳
一
切
経
経
疏
部
五
』
大
東
出
版
社

注

一 

下
田
正
弘
は
大
乗
経
典
の
成
立
に
関
し
て
、「
書
写
テ
キ
ス
ト
と
し
て
大
乗
経
典
が
出
現
し
た
。
そ
の
内
部
世
界
に
お
い
て
真
の
仏
説
と
は
な
に
か
、
と
い
う
仏
説
の
正

統
性
を
め
ぐ
る
言
説
が
展
開
さ
れ
た
」〔2013, 53-54

〕
と
い
う
重
要
か
つ
画
期
的
な
視
点
を
提
示
し
た
。
こ
の
書
記
経
典
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
大
乗
経
典
に
共
通
の

特
性
で
あ
る
。

 

そ
れ
で
は
、
個
々
の
初
期
大
乗
経
典
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
す
で
に
「
般
若
経
典
」
と
『
法
華
経
』
の
共
通
性
に
着

目
し
た
拙
論
で
次
の
よ
う
な
平
行
的
は
構
成
要
素
を
指
摘
し
た
。

 

①　

授
記
と
二
段
階
の
付
嘱

 

②　

経
巻
の
崇
拝
供
養
と
現
世
利
益

 

③　

経
典
を
象
徴
す
る
菩
薩
の
登
場
（
常
啼
菩
薩
と
常
不
軽
菩
薩
）

 

④　

第
二
の
転
法
輪

 

⑤　

経
典
の
反
対
者
に
対
す
る
批
判

　
　
　

さ
ら
に
以
下
の
諸
点
も
共
通
す
る
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

 

⑥　

仏
教
全
体
を
包
括
す
る
と
い
う
自
己
評
価

 

⑦　

浄
土
（
仏
国
土
）
の
描
写

 

⑧　

誓
願
と
そ
の
成
就

 

⑨　

神
力・

神
変

 

⑩　

魔
の
所
行

 

⑪　

普
現
色
身
三
昧

 

⑫　

そ
の
他
（
空
中
か
ら
の
声
、
菩
薩
に
よ
る
他
方
仏
の
国
土
と
の
往
来
）

 

　

こ
の
中
、
⑪
は
本
拙
論
で
取
り
上
げ
る
の
で
⑥
か
ら
⑩
の
共
通
性
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。

 
 

⑥　

 「
般
若
経
典
」
の
場
合
、
般
若
波
羅
蜜
が
、
仏
の
す
べ
て
の
教
え
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。『
維
摩
経
』
で
は
仏
と
衆
生
が
不
二
で
あ
る
と
い
う
「
不
思
議
解
脱
法

門
」
に
諸
仏
の
教
え
が
包
括
さ
れ
る
。『
法
華
経
』
で
は
、
如
来
神
力
品
の
い
わ
ゆ
る
四
句
要
法
「
善
男
士
た
ち
よ
、
私
は
こ
の
法
門
に
お
い
て
、
要
約
し
て
、
す
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べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
教
え
（
法
）、
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
威
神
力
、
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
秘
密
、
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
深
遠
な
境
地
を
説
い
た
。」（K

N
, 392, 2-3

）
か

ら
、
仏
教
を
全
て
包
括
す
る
と
い
う
自
己
評
価
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
⑦　

藤
田
宏
達
の
研
究
〔
藤
田
、1970, 474

以
下
〕
に
多
く
の
資
料
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

 
⑧　

 
誓
願
は
『
無
量
寿
経
』
と
『
法
華
経
』
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
拙
稿
〔2019

〕
で
は
、『
無
量
寿
経
』
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
が
「
誓
願
の
成
就
に
よ
る
成

仏
」
で
あ
る
こ
と
と
『
法
華
経
』「
方
便
品
」
で
語
ら
れ
る
釈
迦
仏
の
誓
願
は
「
一
切
衆
生
の
成
仏
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

⑨　

 「
神
力・
神
変
」
に
関
し
て
は
、
梶
山
雄
一
〔2012

〕
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
拙
論
〔2017

〕
で
は
、『
法
華
経
』
と
「
小
品
般
若
」
お
よ
び
「
大
品
般
若
」
の
記

述
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

 

⑩　

 「
魔
の
所
行
」
と
は
、
菩
薩
の
修
行
を
妨
害
す
る
魔
（
マ
ー
ラ
）
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
文
が
繰
り
返
し
登
場
す
る
『
八
千
頌
般
若
』
に
つ
い
て
、
平
岡

聡
は
「
般
若
経
は
仏
伝
の
降
魔
成
道
を
基
盤
に
創
作
さ
れ
た
大
乗
経
典
と
い
え
る
」
と
述
べ
、
ま
た
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
マ
ー
ラ
に
つ
い
て
も
仏
伝
を
ベ
ー
ス
に

し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
〔
平
岡2015, 181-194, 199-200

〕。
一
方
で
、『
法
華
経
』
や
『
無
量
寿
経
』
に
は
、「
魔
の
所
行
」
を
述
べ
る
経
文
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
両
経
典
が
と
も
に
仏
か
ら
衆
生
へ
と
い
う
立
場・

視
点
か
ら
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
修
行
す
る
菩
薩
に
と
っ

て
の
障
害
で
あ
る
「
魔
の
所
行
」
に
関
す
る
記
述
が
登
場
す
る
の
は
、
菩
薩
の
立
場
か
ら
説
か
れ
て
い
る
諸
経
典
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

二 

平
成
十
四
年
十
二
月
十
八
日　

改
訂
初
版
、
発
行
所　

日
蓮
宗
新
聞
社
、
四
〇
四
頁

三 

大
正
九
、
四
二
下

四 

伊
藤
〔2004

〕730

五 

山
部
〔2011

〕96

六 

維
摩
経
〔2004

〕310

以
下

七 

な
お
、
鳩
摩
羅
什
と
玄
奘
は
、īritāh

を īriyāh （
＝īryāh

） 
と
読
み
、
威
儀
と
訳
し
て
い
る
。
羅
什
訳
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
諸
有
衆
生
類　

形
聲
及
威
儀　

無
畏
力

菩
薩　

一
時
能
盡
現
（
大
正
十
四
、
五
五
〇
上
）。

八 

大
正
十
五
、
六
四
〇
上
二
三
―下
二
。
丹
治
昭
義
訳
〔1980

〕
三
〇
七
以
下
。

九 

大
正
十
五
、
六
三
五
中
十
九
―二
四
。
丹
治
昭
義
訳
〔1980

〕
二
五
五
―二
六
〇
．

一
〇 

K
N

318

一
一 

妙
音
菩
薩
の
三
十
四
身
と
観
音
菩
薩
の
三
十
三
身
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
岡
田
行
弘
〔2014

〕
で
詳
細
に
論
じ
た
。

一
二 

或
説
己
身
或
説
他
身
者
。
前
句
總
明
説
法
益
物
。
今
別
開
二
種
方
便
。
即
是
二
輪
。
自
説
釋
迦
之
身
名
説
己
身
。
説
阿
彌
陀
佛
身
名
説
他
身
。
或
示
己
身
或
示
他
身
者
。

上
是
説
法
輪
。
今
是
神
通
輪
。
如
現
分
身
佛
等
名
示
己
身
。
示
阿
閦
佛
等
名
示
他
身
。
或
示
己
事
或
示
他
事
者
。
三
反
浄
土
名
示
己
事
。
示
香
積
土
名
示
他
事
。
身
既
有

自
他
。
説
土
亦
應
然
。（
大
正
三
四
、
六
〇
五
下
二
―九
）
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一
三 

横
超
慧
日
訳
〔1939

〕474
一
四 
如
来
所
演
下
。
第
二
明
現
生
形
聲
益
。
先
明
形
聲
次
明
不
虚
。
説
即
聲
教
示
即
形
規
。
形
聲
不
出
自
他
。
若
設
法
身
是
説
己
身
。
若
説
應
身
。
是
説
他
身
。
益
言
値
然
燈

佛
。
即
是
説
己
身
。
然
燈
是
我
師
。
是
説
他
身
。
示
正
報
是
自
己
事
。
示
現
依
報
是
示
他
事
。
隨
他
意
語
是
説
他
身
。
隨
自
意
語
是
説
己
身
。
示
己
他
事
。
亦
類
如
此
。

（
大
正
三
四
、
一
三
一
下
一
六
―二
一
）

一
五 

菅
野
博
史
訳
〔2011

〕1115-6

一
六 

會
本
〔1980
〕2313

一
七 

文
云
。
如
来
秘
密
神
通
之
力
。
又
中
間
文
云
。
或
示
己
身
或
示
他
身
。
或
示
己
事
或
示
他
事
。
即
是
垂
形
十
界
作
種
種
像
。
験
本
亦
然
。
是
本
神
通
妙
也
（
大
正
三
三
、

七
六
六
上
四
―八
）

一
八 

菅
野
博
史
訳
〔1995
〕692

一
九 

説
謂
言
説
。
示
謂
示
現
。
身
即
内
體
。
事
謂
事
業
。
説
己
身
者
。
謂
説
我
身
曾
為
薩
埵
王
尸
毘
王
等
。
説
他
身
者
。
如
説
彌
勒
往
為
一
切
智
光
仙
人
。
阿
彌
陀
佛
作
法
蔵

比
丘
等
。
示
己
身
者
。
現
釋
迦
身
自
出
世
。
勝
鬘
遙
請
佛
現
空
等
。
示
他
身
者
。
現
為
毘
鉢
尸
佛
出
現
世
間
開
搭
現
多
寶
佛
等
。
示
己
事
者
。
現
為
釋
迦
降
魔
成
道
説
法

現
通
等
事
業
。
示
他
事
者
。
示
作
大
通
智
勝
現
通
動
地
放
光
成
道
等
事
業
。
為
度
衆
生
能
現
此
事
皆
實
不
虚
（
大
正
三
四
、
八
三
〇
下
一
一
―二
一
）

二
〇 

布
施
浩
岳
訳
〔1939

〕564

二
一 

昭
定705

二
二 

昭
定1623

二
三 

昭
定1849

二
四 

岡
田
〔2014

〕
参
照

補
注

六
或
示
現
（
ろ
く
わ
く
じ
げ
ん
）
は
、
経
文
に
六
つ
の
「
或
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
通
称
さ
れ
る
。
日
蓮
の
遺
文
中
に
は
見
ら
れ
な
い
用
語
で
あ
る
。『
日
蓮
聖
人

遺
文
辞
典 

教
学
篇
』（
身
延
山
久
遠
寺
発
行
．2003

）
の
「
わ
く
せ
つ
こ
し
ん
わ
く
せ
つ
た
し
ん
」
の
項
を
参
照
（
一
二
九
一
頁
）。 
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